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1 推薦 酒井　多恵子 71 女 農業

果樹
（梨・り
んご・市
田柿）

農地利用最適化推進委員
専業農家

飯田
JAみなみ信州飯田支所
農家組合長会
会長　三村　諭吉

地域内のコミュニケー
ションと地域農業の活
性化を図る

農業に従事されるとともにJA女性部飯田支部の副
支部長、農地利用最適化推進委員を務められてい
る、遊休農地を活用した大豆栽培の取り組みなど
地域農業の振興に情熱を持っており、推進委員の
任を担っていただきたく推薦する。

なし

2 推薦 湯澤　靖 63 男 農業 果樹 専業農家 座光寺
座光寺地域自治会
会長　牧野 光彰

地域自治組織

退職後、農業を専業とし、ぶどう・ももの栽培に
取り組まれるなど進取の精神で農業経営に励んで
いる。地域住民の信頼も厚く、地域農業の将来を
担う人材として推薦する。
選考にあたり、座光寺地域内の全農業者を対象と
し、被推薦者を決めることが望ましいので、座光
寺自治会と農家組合長会が連携し推薦に係る選考
会議を設置し、地区・各種団体から情報を得たう
えで、座光寺地域の創意として非推薦者に依頼す
ることを決定した。
以上の理由により、農地利用最適化す新委員に推
薦する。

なし

3 推薦 代田　孝一 67 男 農業 水稲 専業農家 松尾
松尾地区まちづくり
委員会
会長　鋤柄　富雄

自主自立の精神に基づ
き、良好な地域社会の
維持・発展を図る

家業の農業では、長年に亘り水田で稲を栽培し、
地元でも農業振興に尽力されている。
農業の知識も豊富であり、農地利用最適化推進委
員として適任であるため、推薦する。

なし

4 推薦 平岩　正二 69 男 農業 果樹

長野県建設部職員
長野県建設技術センター職員
（飯田試験所）
専業農家

下久堅
下久堅地区まちづくり
委員会
会長　平岩　好友

下久堅地区における住
民自治の推進及び良好
な地域社会の維持

下久堅地区において、地域の中心的な農業者の一
人であり、農地等の利用の最適化に熱意と識見を
有しているため、農地利用最適化推進委員にふさ
わしい人物である。また、責任感があり、地域か
らの信頼も厚いため、まちづくり委員会として農
地利用最適化推進委員に推薦する。

なし

5 推薦 吉川　正志 64 男 農業 酪農
畜産協議会長
JAみなみ信州酪農部会長
専業農家

下久堅
下久堅地区まちづくり
委員会
会長　平岩　好友

下久堅地区における住
民自治の推進及び良好
な地域社会の維持

下久堅地区において、中心的な酪農家の一人であ
り、遊休農地を借りて経営規模の拡大を図るな
ど、農地利用最適化推進委員にふさわしい人物で
ある。また、責任感があり、地域からの信頼も厚
いため、まちづくり委員会として農地利用最適化
推進委員に推薦する。

なし

6 推薦 伊藤　拓生 42 男 農業
果樹

（りん
ご）

上久堅青年会会長
果樹部会龍峡支部上久堅地区
区長
果樹研究会会長
農地利用最適化推進委員
専業農家

上久堅
上久堅地区まちづくり
委員会
会長　原　雅彦

地域自治組織

農地利用最適化推進委員を１期務め、農地利用に
関する知識が豊富であり、地区内外で大きくりん
ご栽培を行うなど、地域農業の将来を考える際に
は欠かすことのできない人物である。
地区の青年会会長や果樹部会の地区長を歴任さ
れ、地域での人望も厚く、適任者と判断し、推薦
する。

なし

7 推薦 高橋　和則 72 男 農業

果樹
（梨、り
んご、
柿）

米峰区長
農業委員
専業農家

千代
千代地区まちづくり委員
会
会長　清水　俊一

良好な地域社会の維持
及び向上発展

農業委員を１期務め、地域の農業に関する諸課題
に精力的に取り組んだ実績がある。自身も意欲的
に各種農作物の栽培を手掛け、農業経営の拡大を
図っており、地域の農業振興に欠かせない人材で
ある。
地域活動では、米峰区長も務められ、地域の諸課
題に取り組んだ実績も豊富で、地域からの信頼が
厚い人物である。

なし

8 推薦 一　あゆ子 53 女 農業
野菜
鶏卵

専業農家 龍江
龍江地域づくり委員会
会長　木下博史

龍江地域づくり委員会
会長　宮脇　正博

農地利用に関する知識が豊富であり、若い世代の
農業者として積極的に農業経営に取り組み、更な
る経営の工夫を進めている。
温厚で誠実な人柄で、公正公平な立場から物事の
判断ができ、地域の方から期待されている。
地域の農業を考える際には欠かすことができない
人物であり最適であることから、龍江地域づくり
委員会として推薦する。

なし

農地利用最適化推進委員推薦及び応募状況（結果報告）
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9 推薦 木下　淳 71 男 農業 市田柿
農地利用最 適化推進委員
農業委員
専業農家

竜丘
竜丘地域自治会
会長　小林　伸

地域自治組織

農地利用最適化推進委員を１期、農業委員を１期
務め、地区内の遊休農地対策等、農業振興に尽力
している。
自身の農業経営面でも、独自の栽培技術・加工技
術の研究に取り組み、高付加価値の農産品づくり
は生産者間でも信頼が厚く、多くの視察を受け入
れている。
地域の農地状況等を詳しく把握しており、かつ経
験豊富であることから、職務を適切に遂行できる
人物である。

なし

10 推薦 関島　道明 54 男 農業

アスパラ
ガス、
桃、

市田柿

飯田市消防団第11分団分団長
JAみなみ信州青年部委員長
JAみなみ信州南部果樹部会竜
峡支部長
農地利用最適化推進委員
川路地区農業振興会議会長
川路地域協議会委員
専業農家

川路
川路まちづくり委員会
会長　久保田　聖昭

地域自治組織

専業農家としてアスパラ等の野菜や桃、市田柿の
生産をされており、農業一筋に取り組んでおられ
る。
また、令和元年度からのまちづくり委員会におけ
る基本構想策定に当たっては、若手農業者として
基本構想検討・策定委員及び農業活性化検討分科
会委員として活躍いただいた。。
令和５年７月からは農地利用最適化推進委員とし
て、川路の農地利用促進に尽力いただいており、
その知見は余人をもって代えがたいため、引き続
き農地利用最適化推進委員として推薦する。

なし

11 推薦 木下　清文 57 男 農業
果樹栽培
中心の複
合経営

地区第９組合組合長
地区水田農業推進委員
三穂盛年の会会長
JA三穂地区野菜部会支部長
中山間地域立石協定代表
専業農家

三穂
三穂まちづくり
委員会
会長　荒井　三千秋

地域自治組織

農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化
の推進に関する事項その他の農業委員会の所掌に
関する事項に関し、その職務を適切に行うに際し
適任者と判断し、推薦する。

なし

12 推薦 金澤　秀子 68 女 農業
野菜
果樹

飯田市職員（保育士）
保育士パート職員
中央図書館山本分館勤務
農地利用最適化推進委員
兼業農家

山本
山本地域づくり委員会
会長　原　清寛

自主自立の精神に基づ
き、会員相互及び行政
機関をはじめとした諸
団体と協働し地域課題
に対処するとともに、
地域の共益共同的事業
を通じ、良好な地域社
会の維持及び発展を図
る

地域に貢献しようとする積極的な意思が見られ、
特に女性活躍の先駆けになるという意思が強い人
物である。
農業に関しては、自給的な農家であるが、長年に
亘り従事しており、知識・見識ともに持ち合わせ
ている。
令和６年６月からは、前任者の後継として急遽、
農地利用最適化推進委員を引き受けられ、その任
を果たしていることから、引き続き農地利用最適
化推進委員として推薦する。

なし

13 推薦 小池　雅昭 67 男 農業

養豚（母
豚200頭
一貫経
営）
水稲

農事組合法人SPFこがねや理事
農事組合法人SPFこがねや代表
箱川副区長
地域づくり委員会生活安全副
部会長
箱川区長
専業農家

山本
山本地域づくり委員会
会長　原　清寛

自主自立の精神に基づ
き、会員相互及び行政
機関をはじめとした諸
団体と協働し地域課題
に対処するとともに、
地域の共益共同的事業
を通じ、良好な地域社
会の維持及び発展を図
る

南信州地域の銘柄豚であるSPF豚を大規模に生産さ
れている、この地域を代表する養豚農家である。
また、地域活動にも理解が深く、消防団、防火防
犯委員会役員、地域づくり委員会生活安全副部会
長などを歴任され、現在は箱川区長を務められて
おり、山本地域づくり委員会の意思決定機関であ
る企画委員会のメンバーとして活躍されている。
こうしたことから、農地利用最適化推進委員とし
て適任と認め、推薦する。

なし

14 推薦 松島　𠮷孝 66 男 農業

果樹
（りん

ご、桃）
水稲

専業農家 伊賀良

伊賀良地区農業委員等
推薦委員会
伊賀良まちづくり協議会
会長　上沼　和則

飯田市農業委員会の農
業委員及び農地利用最
適化推進委員の候補者
選定推薦

平成18年に就農。主に果樹・水稲栽培をされてお
り、農地利用に関する知識が豊富である。
地域活動においても積極的に参加し活躍されてお
り、地域での信望が厚く。農地利用最適化推進委
員に最適であるため、推薦する。

なし
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15 推薦 久保田　英樹 64 男 農業

果樹
（市田
柿）
水稲

えのき栽培開始
はなびら茸栽培に転換
農地利用最適化推進委員
専業農家

伊賀良

伊賀良地区農業委員等
推薦委員会
伊賀良まちづくり協議会
会長　上沼　和則

飯田市農業委員会の農
業委員及び農地利用最
適化推進委員の候補者
選定推薦

現在、農地利用最適化推進委員を務めており、農
地利用に関する知識が豊富である。
キノコ・市田柿・水稲栽培などで農業経験に基づ
く知識も有している。
地域活動においても役職等を歴任して活躍してお
り、地域での信望が厚く、農地利用最適化推進委
員として適任者であるため、推薦する。

なし

16 推薦 鈴木　好秀 62 男 農業 果樹
果樹部会鼎支部副支部長
果樹部会鐘支部支部長
専業農家

鼎
鼎地区まちづくり委員会
会長　奥村　充由

地域自治組織

農業経営の主体である果樹については、果樹部会
の副支部長と支部長を歴任し、リーダーシップを
発揮してきた。
地域での人望も厚く、農業に関する知識も豊富で
あり、適任者として推薦する。

なし

17 推薦 松澤　正芳 66 男 農業
果樹

（柿・ぶ
どう）

平成２年～　
　就農
　現在に至る
平成６年～
　JAみなみ信州農協柿部会長
　現在に至る
　有限会社勤務　
専業農家

上郷

農業委員及び農地利用最
適化推進委員の推薦に係
る選考会議
委員長　北原　重光
（上郷地域まちづくり委
員会会長）

飯田市農業委員会の農
業委員及び農地利用最
適化推進委員の候補者
の選定及び推薦

30数年の就農経験があり、干し柿とハウス栽培の
キュウリの栽培を行ってきた。近年、キュウリか
らぶどうに転換を図るなど、農業経営に工夫をこ
らしている。
主力の干し柿に積極的に取り組み、みなみ信州農
協柿部会の部会長を務めるなど、地域農業の振興
に尽力している。
その経験と熱意を地域農業の振興に発揮いただき
たく、推薦する。

なし

18 推薦 樋口　希未 33 女
農業

（農園
経営）

ブルーベ
リー、ネ
ギ、ズッ
キーニ、
下栗芋等

上中根農園に従事
上中根農園の経営主
遠山郷観光協会理事
JAみなみ信州阿南支所運営委
員
専業農家

上村
上村まちづくり委員会
会長　前島　道広

行政等諸団体と協働し
て地域の共益共同的事
業を通じ、良好な地域
社会の維持及び向上発
展を図ること

令和４年に夫とともに地元にＵターンし、家業で
ある農場経営を継承、地域で唯一の若手専業農業
者として意欲的に事業の展開に取り組んでいる。
主力のブルーベリーは販売だけでなく、体験ツ
アーの受入もあり、観光面で期待されている。
地元の保育園や小学校の食育講座への協力や、公
民館事業、地域外からの大学生のフィールドスタ
ディの受入などの他に、近隣の高齢農家からのブ
ルーベリー畑の作業にも応えており、地域の信頼
も厚く、適任である。

なし

19 推薦 遠山　智之利 71 男
団体
職員

茶栽培
農業協同組合茶工場勤務
兼業農家

南信濃
南信濃まちづくり委員会
会長　遠山　典男

地域自治組織

地区内の基幹的な農業であるお茶栽培に関し、知
識と経験を有しており、指導的な立場である。茶
工場の技術的な面を研究し、他の栽培農家からも
信頼を得ている。
地域内の茶生産量が、生産者の高齢化等で減少す
る中で、次の担い手に栽培技術を継承するための
組織作りにも積極的に関わりを持っている。
今後の地域内農業の振興にとっては、中核的な人
材として適任者であることから、推薦する。

なし


